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竜
に
仏
戒
を
授
け
た
天

和
尚

　

志
太
地
域
の
寺
院
と
し
て

は
、
島
田
市
天
徳
寺
に
次
い

で
開
創
さ
れ
た
古
刹
・
富
洞

院
。
嘉か

き
つ吉

元
年
（
一
四
四
一
）

大
本
山
総
持
寺
の
五
院
・
伝
法

庵
を
開
い
た
大
徹
禅
師
の
法ほ

う
そ
ん孫

、

そ
こ
知
り

志
太物

語
恕
巌
天

に
よ
っ
て
開
か
れ
ま

し
た
。
天

が
不
動
堂
で
修
行

を
続
け
て
い
た
あ
る
夜
の
こ
と
。

近
く
の
湿
地
帯
の
池
に
住
む
竜

が
、
天

の
徳
を
慕
い
仏
戒
を

授
け
て
も
ら
い
に
来
た
の
で
す
。

そ
こ
で
仏
戒
を
授
け
た
と
こ
ろ
、

池
の
水
が
干
上
が
り
、
作
物
を

作
れ
る
場
所
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

村
人
は
喜
び
、
浄
財
を
喜
捨

し
、
堂
宇
を
新
築
し
、
不
動
堂

の
不
動
明
王
（
智ち

し
ょ
う
だ
い
し
え
ん
ち
ん

証
大
師
円
珍

作
）
を
本
尊
と
し
、
大
池
山
富

洞
院
は
開
創
さ
れ
ま
し
た
。

開
山
恕
巌
天

と
竜
の
伝
説

山
号
を
大だ

い

池ち

山さ
ん

か
ら
法ほ

う
じ
ょ
う
ざ
ん

城
山
へ

池
山
」
の
山
号
で
は
水
に
浸
さ

れ
る
心
配
が
あ
る
と
し
て
、
水

が
去
っ
て
土
と
成
る
よ
う
に
と

「
法
城
山
」
と
改
名
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
富
洞
院
は
江
戸
幕
府

か
ら
保
護
さ
れ
た
禅
寺
と
し
て

諸
伽
藍
が
完
備
さ
れ
、
威
観

を
呈
し
て
い
ま
し
た
が
、
文
久

三
年
（
一
八
六
三
）
の
火
災

で
、
山
門
を
残
し
て
焼
失
。
廃

仏
棄
釈
の
明
治
維
新
に
は
無
住

と
な
り
荒
廃
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

二
十
八
世
剛ご

う
ぜ
ん
し
ゅ
ん
ぽ
う

禅
俊
法
が
檀
信
徒

の
協
力
を
仰
ぎ
明
治
三
十
二
年

に
本
堂
を
新
築
と
庫く

り裡
を
修
築

し
再
興
を
果
た
し
た
の
で
す
。

　

昭
和
六
十
年
以
降
は
、
駿
河

台
に
大
団
地
が
造
成
さ
れ
、
檀

家
の
増
加
に
伴
い
、
墓
地
を
造

成
し
境
内
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
瀬
戸
新
屋
に
あ
る
鏡

き
ょ
う

池ち

堂ど
う

に
は
、
近
く
の
鏡
ヶ
池
か

ら
出
現
し
た
智
証
大
師
円
珍
作

の
地
蔵
菩
薩
が
祀
ら
れ
て
い
て
、

駿
河
一
国
百
地
蔵
の
二
六
番
札

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

藤
枝
市
南
駿
河
台
二
―
一
二

―
一　
　
　
　
　
（
小
嶋
良
之
）

　

藤
枝
市
の
旧
東
海
道
の

瀬
戸
川
に
架
か
る
勝
草
橋

の
西
側
に
勝
草
橋
公
園
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
公
園
の
一

角
に
「
東
海
道
一
里
塚
蹟
」

と
い
う
石
塔
が
建
っ
て
い
ま

す
。

　

徳
川
秀
忠
の
時
代
、
家

康
は
日
本
橋
を
起
点
に
東

　

第
二
世
と
な
っ
た
中ち

ゅ
う
し
つ
そ
て
き

室
祖
的

も
諸
堂
を
次
々
に
増
築
し
、
禅

の
修
行
道
場
と
し
て
の
伽
藍
を

完
備
し
、
本
尊
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
た
不
動
明
王
は
、
隣
の
水

上
村
に
宝
永
山
万
福
寺
を
建
立

し
、
そ
こ
へ
遷せ

ん
ざ座

し
ま
し
た
。

山
号
を
「
法
城
山
」
に
改
名

　

江
戸
時
代
、
曹
洞
宗
の
中

興
・
月げ

っ
し
ゅ
う
そ
う
こ

舟
宗
胡
禅
師
が
、「
大

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

勝
草
橋
公
園
一
里
塚
蹟

志
太
新
名
物
探
訪

海
道
に
一
里
塚
を
造
り
ま
し
た
。

志
太
の
一
里
塚
は
江
戸
か
ら
二
百

ｋ
ｍ
、
ち
ょ
う
ど
五
十
番
目
の

塚
と
な
り
ま
す
。
元
々
は
、
現

在
地
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下

っ
た
熊
切
商
店
前
と
向
か
い
側
の

岡
野
歯
科
医
院
裏
の
両
側
に
塚

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
塚
は
、
熊
切
商
店
前
の

塚
を
公
園
建
設
時
に
移
設
し
た

も
の
で
す
。
秋
葉
神
社
の
常
夜

灯
も
一
緒
に
並
ん
で
い
ま
す
。

曹
洞
宗
大だ

い

徹て

つ

派は

の
古こ

刹さ

つ

富ふ

洞と

う

院い

ん

八
月
九
日
に
発
行
で
し
た
ね

　

は
い
、
八
月
四
日
か
ら
十
四

日
ま
で
を
「
や
い
づ
ウ
ィ
ー
ク
」

と
し
て
毎
日
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
企
画
の
一
環

で
制
作
発
表
の
会
を
九
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
冊
子
の
一
頁
目
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
お
店
で
ア
ン
ケ

ー
ト
に
答
え
て
頂
い
た
企
業
の

方
々
を
招
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
か
ら
取
り
組
ん

だ
も
の
が
形
と
な
っ
て
、
お
披
露

目
で
き
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
。

市
役
所
若
者
倶
楽
部
と
は
？

　

焼
津
の
元
気
で
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
目

的
で
市
役
所
の
職
員
研
修
の
一
環

と
し
て
採
用
２
・
３
年
目
の
若
手

職
員
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
す
。

　

今
年
度
は
、
全
部
で
四
十
三

人
が
四
班
に
分
か
れ
て
「
や
い

づ
ウ
ィ
ー
ク
」
の
企
画
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

毎
月
一
回
協
議
を
重
ね
て
三

月
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経

て
、
四
月
か
ら
具
体
的
な
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

焼
津
の
お
店
を
知
っ
て
ほ
し
い

　

目
的
は
、
焼
津
の
若
者
に
市

内
の
飲
食
店
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
も
ら
い
、
焼
津
グ
ル
メ
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
市

内
で
の
外
食
を
促
進
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
通
常
の
洋
食

と
か
和
食
と
い
っ
た
区
分
け
で
は

な
く
、「
デ
ー
ト
で
い
く
な
ら
」

「
地
元
の
食
材
を
楽
し
む
な

ら
」
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用

シ
ー
ン
ご
と
に
お
店
を
分
類
し

て
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

冊
子
は
、
公
共
機
関
や
掲

載
店
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

お
得
な
ク
ー
ポ
ン
も
活
用
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ア
プ
リ
と
連
動
し
た
冊
子

　
「
Ｃ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ
ｇ　

Ｐ
ｏ

ｃ
ｋ
ｅ
ｔ
」
と
い
う
カ
タ
ロ
グ

な
ど
を
閲
覧
で
き
る
無
料
ア
プ

リ
で
見
る
こ
と
が
出
来
、
九
つ
の

言
語
に
対
応
し
て
い
て
、
自
動

読
み
上
げ
機
能
も
つ
い
て
い
ま
す
。

お
店
に
行
っ
た
ら
、
是
非
、
感

想
を
口
コ
ミ
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

焼
津
の
グ
ル
メ
本
発
行

焼
津
市
役
所
若
者
倶
楽
部
が
企
画

竹
島  

克
裕

焼
津
市
役
所
若
者
倶
楽
部

２
班
リ
ー
ダ
ー

▲山門

▲本堂

▲山号の扁額

▲開祖遠忌塔

▲墓地を見下ろす観音像

▲瀬戸新屋の鏡池堂

じ
ょ
が
ん
て
ん
ぎ
ん

て
ん
ぎ
ん
お
し
ょ
う

イトウシャディ焼津店 or

イトウシャディ 株 式 会 社
結婚内祝
出産内祝
快気祝
法事引き物
記念品

全店でTポイントが
貯まる！使える！

接客・品揃え  地域 NO.1

イトウシャディ焼津店
焼津神社西 300ｍ 消防署隣り 相良バスターミナル南 300ｍ イオンタウン浜岡オサダさん隣り

〒425-0026
焼津市焼津 2-13-10

営業時間
定 休 日

10：00-18：00
毎週水曜日

TEL.054-626-4800
FAX.054-626-3977

イトウシャディ吉田店
〒421-0301
静岡県榛原郡吉田町住吉 1386-6

営業時間
定 休 日

10：00-18：00
毎週水曜日

TEL.0548-33-0110
FAX.0548-33-0109

イトウシャディ相良店

イトウシャディは

全部で 4店舗！

〒421-0523
静岡県牧之原市波津 828-1

営業時間
定 休 日

10：00-17：45
毎週火・水曜日

TEL.0548-52-2689
FAX.0548-52-1120

贈り物専門店 おっくる浜岡店＆
生活雑貨 プティクラージュ
〒437-1612 静岡県御前崎市池新田 5832-1
イオンタウン浜岡内

営業時間
定 休 日

10：00-19：00
毎週水曜日

TEL.0537-86-8015
FAX.0537-86-8339

とってもお得な
イトウシャディネット会員募集中

シャディギフトモール⇒メニュー
⇒MY ショップ登録か新規会員登録

イトウシャディ全店で出産内祝を2 万円以上
お買上げのお客様全員にスタジオマリオさん
の家族写真無料券　プレゼント中

さらに 子育て支援カードでTポイント2倍 今シャディのネット会員ご登録していただけると、
5,000円以上のお買い物で500円使えるクーポンプレゼント

出産おめでとう企画　家族写真
イトウシャディ×スタジオマリオ
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鉄砲場

川中島八兵衛碑

木屋川

栃山川 土瑞橋

　旧田沼街道

大新島●

●●

●

●

●

●

たぬま街道
整形外科

ファミリー
マート

三角屋敷

津島神社

六軒島の犬ボタ伝承

高洲南小

大井医院

共同墓地の
三つの碑

藤相線
高洲駅跡

秋葉三尺坊

里程標

セブンイレブン

はま寿司

栄昌寺

月夜見
八幡神社

ファミリー
マート

小山
街道

旧
田
沼
街
道

田
沼
街
道

東海
道新
幹線

1

瀬
戸
川

朝
比
奈
川

至浜松 至静岡

JR藤枝駅

東名高速道路

仮宿岡出山青木

内谷新田
インター

水上橋

千歳

志太

広幡
インター

谷稲葉
インター

国道1号線バイパス

至名古屋 至東京

東名焼津
インター

至浜松 パチンコABC

セブンイレブン

サークルK

市役所

P

藤
枝
市
民
会
館

新東名藤枝岡部
インター

至名古屋 至東京

新東名高速道路

中華料理美濃屋

藤枝市民会館　案内図

駐車場が少ないため公共の交通機関でお越しください

静岡県藤枝市岡出山1-11-1

ゆず庵

381

主催：
後援：創立百周年記念事業実行委員会

静 岡 県 立 藤 枝 西 高 等 学 校

お問い合わせ TEL .054 -641-0207

2018

【開場】

【会場】

１3：0０【開演】１3：3０9 2
藤枝市民会館入場無料

日

創立１００周年記念プレイベント
百年百色 ～ つなげよう 創り出そう 百年の思いをのせて ～

ウインドオーケストラ部、
音楽部、日本文化部による

ステージ発表と、
美術部、書道部による
展示発表を行います。

寛 永20年（1643）。 田 中
城主松平忠晴が鷹狩を兼
ねて巡 視した際､ 村 役 人
にこの地 域に寺を建 立す
るよう命じられ、 宗 乗 寺
を本寺、松平忠晴を開祖として開山しました。

栄
え い

昌
しょう

寺
じ

❶

里 程 標 は、 志 太 郡 役 所
からの距離を示したもの、
一里という文字が読めます。
以前は高さ約1メートルほ
どありましたが、道路が高
くなったため次第に低くなりました。

里
り て い ひ ょ う

程 標❸

軽 便 鉄 道・藤 相 線の高洲
駅は大正3年（1914）に開
設され、駅には、駅 員が
1人いました。新藤枝駅を
出発し、東 海道 線を乗り
越えて榛原方面への最初の駅が高洲駅でした。

藤
と う そ う せ ん

相 線 高
た か

洲
す

駅
え き

跡
あ と

❷

同町内の秋 葉信仰をする
秋 葉講が、袋井市の可睡
斎より秋 葉 三尺坊大 権 現
様 のお 札を戴き、 町 内の
安 全と火 災 防止を祈 願し
て建てられた常夜燈です。

秋
あ き は さ ん じ ゃ く ぼ う

葉 三 尺 坊❹

志 太の瀬 戸川西堤から前
島を経て遠州小山城下に
通じた、道幅三尺の 街 道
です。 その 後、 田 沼 街 道
に 組 み 込 ま れ、 月 読 見・
八幡神社前の街道がそのまま残っています。

小
こ や ま か い ど う

山 街 道❺

紀州の川中島出身の八兵衛さんは､ この地方の住民た
ちに漢法医学を教え､ 疫病を治してくれた人です。そ
の恩に報いるため､ 川の傍にこうした碑が多く見られ
ます。碑は安政6年（1859）9月の建立で大井川流域
では最も古いものといわれています。毎年8月23日に
近所の人たちの供養で、病魔退散を祈願しています。

川
か わ な か じ ま は ち べ え ひ

中 島 八 兵 衛 碑❼

与左衛門共同墓地にあります。紀伊国屋文左衛門碑は、
以前のものは､ 紛失し再建されたものです。大井川の御
用材を栃山川､ 木屋川から江戸へ運ぶ仕事に与左衛門の
人達も従事し、足跡を碑に残しました。西国八兵衛碑は、
この地域の多く残されている碑の一つです。馬頭観音は、
農耕に使用した馬が､ 死亡した時は､ 隣組総出で馬捨場
に埋葬し､ 観音を立てたものです。

共 同 墓 地 の 三 つ の 石 碑
紀
き の く に や ぶ ん ざ え も ん ひ

伊国屋文左衛門碑、西
さいごくはちべえひ

国八兵衛碑、馬
ばとうかんのん

頭観音

❾

明 治11年（1878）2月に尾
張国津島神社の分霊をい
ただき創 設、 明 治15年 村
社となりました。 祭 神 は
素
すさのおのみこと

戔嗚命で大新島の住民
の守り神として崇敬されています。昭和16年神

しんせんへいはく

饌幣帛
料供進神社に指定されました。神社の前に「興農之

礎」と い う
この地 域の
土地改良の
完 成を記 念
した高 見 三
郎揮毫の碑
が 建って い
ます。

津 島 神 社⓫

瀬戸川の西岸から東海道に別れて遠州相良に通ずる
街道を相良街道または田沼街道といい､ 戦国時代か
らの重要な街道でした。田沼街道の名称はかつての
相良城主、田

た

沼
ぬま

意
おきつぐ

次に由来するものです。街道の道
巾は約1.5メートル。案内板が多少破損していますが、
未舗装で田んぼの傍らを通る昔ながらの旧街道の趣
を残す数少ない場所となっています。

旧 田 沼 街 道⓬

寛 永のはじめ、遠 州青柳
の人たちがここに移住し、
開 拓に 従 事しました。 最
初 は 開 拓 の 指 導 者 で も
あった外

と む ら

村万
ま ん だ ゆ う

太 夫の屋 敷
内にあった地の神でしたが､ 慶安5年（1652）八幡を､ さ
らに承応2年（1653）十七夜観音を合祀しました。明
治元年（1868）神仏分離により月夜見･八幡神社と改

称しました。
津 島 神 社 が
隣 に 建 って
います。

月
つ き よ み ･ は ち ま ん じ ん じ や

夜 見 ･ 八 幡 神 社❻
舟形屋敷ともいいます。江戸
時代､ 大井川は度々氾濫しま
した。家と財産を守るため屋
敷の周りに土盛りをし､ 屋敷
の先 端の尖った部分で 濁 流
を左右に振り分けるようにしました。

三 角 屋 敷❿

木屋川は､ 大井川からの木
材を和田湊まで運んでいま
した。このあたりの堰

せき

で木
材を貯め､ 水を貯めて木材
と共に一気に流す鉄砲流し
を行ったため、鉄砲場という地名が残っています。

鉄
て っ ぽ う ば

砲 場❽

五代 将軍 綱吉の頃、土瑞
村と吉 左 衛 門 新 田（ 大 新
島）で 犬の死骸を巡って
訴 訟となり土 瑞 村 はゆる
さ れ まし た が、 そ の 後､
犬の妄念で祟りがあり､ 馬頭観音を祀り供養しました。

六
ろ く け ん じ ま

軒 島 の 犬 ボ タ 伝 承⓭
高洲地区郷土の歴史愛好会が、平成12年、時代
と共に失われつつある「地域の歴史遺産」を残
していこうと作成したものです。これまで、4版の
改版を重ね、イラストは、谷澤靖策さんが担当し
ました。今回ご紹介したのは、その中の一部です。
昨年度版からは、高洲地区交流センターの助成
も得て、地域や希望者に配布しています。連絡は、
高洲地区交流センター /054−635−1458まで。

取材資料協力／高洲地区郷土の歴史愛好会・谷澤靖策氏・高洲地区交流センター

高洲地区歴史探訪マップ

高洲の田沼街道周辺を

散策しよう！
昨年１２月号の「藤枝の高洲北エリアを散策し
よう」の第２弾。前回同様、高洲地区郷土の歴
史愛好会が発行している「高洲地区歴史探訪
マップ」を参考に、高洲地域の新幹線から南の
エリアの中の田沼街道周辺を取り上げました。

土瑞橋
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム 054-635-4651
薮崎新聞店 054-629-2002 
長倉新聞店 054-629-1220
塩川新聞舗 054-629-2055
土井新聞店 054-622-0632
大井川新聞販売 054-662-2211

江﨑新聞店 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社 054-641-0053
いけたに新聞店 054-643-1000
太田新聞店 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，最近注目したニュース・事件は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 鶴丸 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-17-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　9月5日㈬
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

勝草橋公園にあるのは？

　〇〇〇蹟（漢字3文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、
アンケートにもお答え下さい。正解者の中から抽選
で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントし
ます。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

　読者から、読者の感想などをもっと載せてほしいと
いう要望が毎月寄せられます。これまでも時々スペー
スが空くと掲載していますが、普段、読者スペースが
作れないことが多いため、先月からむるぶのホーム
ページの読者コーナーに皆様からのご意見を掲載して
います。是非、ご覧頂ければと思います。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒 426-0041　藤枝市高柳 1 丁目 18-23（共立アイコム内）



9月の休日緊急医

小児科
・

2日（日） 9日（日） 16日（日） 17日（祝） 23日（日） 24日（休） 30日（日） 2日（日） 9日（日） 16日（日） 17日（祝） 23日（日） 24日（休） 30日（日）

5

（内・小）みやはら内科クリニック
（小石川町一）
�647･5670
（内）すみや脳神経クリニック
（本町二）
�647･5511

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

（内）花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

（小）小石川町小児科・アレルギー科・皮ふ科クリニック
（小石川町一）
�644･8800
（内）青島北クリニック
（瀬古二）
�647･7707

藤枝南クリニック
（前島二）
�634･0210

（内）吉田クリニック
（大洲四）
�634･0006
（内）山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

（内・小）藤岡クリニック
（藤岡二）
�641･6288

（内）サニーメディカルクリニック
（駅前二）
�641･2052
（小）田熊こどもクリニック
（瀬古二）
�647･5225

（内・小）にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

（内）井澤内科クリニック
（本町二）
�644･5566

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

（内）岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311
（内）大井医院
（高洲）

�635･2088

はまべ整形外科
（上藪田）

�648･1500

（内・小）三倉医院
（五十海四）
�644･1235

（小）すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360
（内）瀬古クリニック
（瀬古三）
�639･7373
（内）八木医院
（本郷）

�639･0009

秋山医院
（本町三）
�641･6175

（内・小）たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525
（内）ゆみ内科クリニック
（茶町三）
�641･7700

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

（内）西山クリニック
（平島）

�646･3003

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠四）
�629･5566
（精）藤枝駿府病院
（小石川町二）
�641･3788

藤枝眼科クリニック
（青木二）
�647･7770

桜デンタルクリニック
（平島）

�643･1188

まつなが耳鼻咽喉科クリニック
（駅前二）
�645･3387

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）
�621･5888

はっとり歯科・矯正歯科
（音羽町三）
�644･2256

あまの耳鼻咽喉科クリニック
（田中三）

�646･3313
（皮・形）おおたき医院
（高洲）

�631･4167
二宮歯科医院
（岡部町内谷）
�667･0145

細井歯科
（高洲）

�636･6731

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

村松歯科医院
（本町二）
�641･1430

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

和田歯科医院
（駅前二）
�641･0860

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）
�620･6001

駿河台井澤歯科
（駿河台二）
�644･1182


